引さひち 



ツメ 


8•定期点巧のしかた 


参正常に動作ずることを巧認ずるために、6力月に1回な上 
定期点巧を行ってくだをい。 

参電化切れ警巧び出な<てを、専用リチウム電化は約10年 
を目安に交換することをおずずめします。 


♦ホコ U やくもの巣が表面につくと熱を検知しにくくなつ 
たり、誤動作の原因となります。 

※熱検知部を触ったり、濡らしたりしないでください。 


〇ねつ当をび警巧動作中や警巧音停止中でないことを 
巧認する。 


— 0 警浦停止ボタンを巧す(約1秒巧）、 

または引をひちを引 < (約1巧）。 

•作動な啸)び3回点滅すると共に 
「ピッ、正常です。」と1回鳴れば正常です。 
■移報接点は出力しまはん。 


し百警報停止ボタンを巧し続ける(約4秒な上）、 

または弓怯ひもを引つおり続ける(約4砂な上）。 

• 乂災警報音「ピュー、ピュー、火事です。火事です。」 
び鳴り、作動な(ホ)び連続点滅すれば正常です。 
•移報接点び出力します。 

(「9.移報接点について」参照） 

•警報停止ボタンまたは引さひもをはなすと、 

終了します。 

::注；下記の異常などびないか確認でさまず。 

•熱検知部の異常 
♦電源異常 

♦警報部(スピーカー)の異常 


故障警報音が鳴ったり、警報音が鳴 S ない場合は、販売店また 
はお客様ご相談窓□にご相談いたださ、すみやかにねつ当番を 
交換してください。 

故障が態では熱を検知でをず、义災警報動作をしません。 


9•あ報接点について 

参ねつ当まの巧歯接点に巧る警渾ブザーなどを接続してい 
る場合は、ねつ当をび义災警强中は巧巧接点び出力し続 
け、接続拐!器び連動します。 

※接続機器の鳴動時間などは接続機器側の説明書を参照する 
か、または販売店にお問い合わせください。 



■引きひもびはずれた 場 さ 

参本体を取りはずして引きひもを取り付けてください。 

参本体の取りはずしおよび取り付けについては、「4.お手入 
れ方法」を参照してください。 


\ 
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種 別 

定温式住宅用火災警報器 

型 ま 

電ミ也ち式の C 3 V 、300 mA )、 自動試験機能付 

型式番号 

鑑住第20〜3日号 

使用電池 

専用 IJ チク厶電池 SH 384 己巳2已 20(3 V ) 

電池寿命 

約1□年（が 

移報出力 

DC 30 V 、0 .己 A 

义災警報時 

ピュー、ピュー、火事です。乂事です。 

i 電池切れ 
? 警報時 

「ピッ、電ミ也切れでず。」(音声)を3回繰り返したを、 

約40秒おきに「ピッ」(警報音)び鳴動。 

拟上の音声と警報音の鳴動を約1時間ごとに繰り返す。) 

声 

霜故障警報時 

「ピッピッピッ、故障です。」(音声)を3回繰り返した後、 
約40秒おさに「ピッピッピッ」(警報音め'化 1動。 

(な上の音声と警報音の鳴動を約1時間ごとに繰り返ず。) 

义巧警報音量 

1 m にて 70 d 日しソ上(鑑定基準） 

寸 法 

約が日日 mmx 約 42 mm (取付べース含む) 

質 量 

約100目（専巧リチウム電池含む） 

使用周囲温度 

0。巳〜 +4 crc 

設置場所 

天并面-壁面 


※お客をのご使用環境により、短くなる場合びあります。 


1□.異常時の点巧-処置 

•修理*サービスを巧巧される前に、巧の点なおよび処置を 
して < ださい。 

点検.処置をしても異常があるときは販売店に連絡してくだ 
さし、。 


生産終了品 


この商品は生産,榜了につを 
醫造ずることがでをません 


点 検 


置 


ねつ当まの近<に調 
理の熱や暴気が滞留 
していませんか？ 

熱検知部に熱などが 
残っていませんか？ 

警報停止ボタンが 
巧されたままになつ 
ていませんか？また 
引さひちがひっかか 
つていませんか？ 


熱、蒸気などを取り 
除いてください。 

熱検知部の熱をラち 
わなどであおいで取 
0除いて < ださい。 

警報停止ボタン、 
または引さひちの 
ひっかかりを直して 
<ださい。 


専用 IJ チウム電池の 
コネクタがはずれて 
いませんか？ 

専用1」チウム電池が 
切れていませんか？ 
f 電池切れ警報動作を、 
I していた / 

义巧警報音を停止し 
ましたか？ 


コネクタを差し込ん 
で < ださい。 

新しい専用リチウム 
電ミせに取り替えてく 
ださい。 

-►7.電池切れ巧出機能 

操作後か S 約已分間は 
熱などを検知してち义 
災警報動作をしません。 

一己义巧警银お能 

ねつ当まが故障して 
います。販売店にご 
相談ください。 


専用リチウム電ミ也の 
コネクタがはずれて 
いませんか？ 

専用リチウム電池が 
切れていませんか？ 
電池切れ警報動作を> 
していた J 


コネクタを差し込ん 
でください。 

新しい専用リチウム 
電池に取り替えてく 
ださい。 

-^7.電お切れ巧出機能 

ねつ当番が故障して 
います。販売店にご 
相談ください。 


電池切れ警報音です。 
新しい専用リチウム 
電ミ也に取り曾えてく 
ださい。 

-►7.電お切れ巧出機能 


故障警報音でず。 

-^6 ■自動試験機能 


電池切れ警報音を 
停止しましたか？ 


警報停止ボタンを巧 
す、または引さひち 
を引いて警報音を確 
認してください。 

-^7.電ぉ切れ巧出機能 


故障警報音を停止し 
ましたか？ 


警報停止ボタンを巧 
す、または引さひち 
を引いて警報音を確 
認してください。 

*6 .自動試験機能 


ねつ当番の移報接点 
端モ部の異常でず。 
販売店にご相談くだ 
さし、。 

接続機器の異常でず。 
f 接続機器に付属の、 

I 説明書参照 1 


ねつ当まび 
义災警巧動作 
をしているの 
に、接続煤器 
び連動をしな 
い。 


作動な(ホ)び 
連続点巧する。 


作動な(ホ)び 
約日巧おをに 
点滅を繰日返 
す。 


r ピッピッピッ J 
音げ鳴り、作動な 
啸)が点滅する。 


r ピッ J 音び鳴り、 
作動口 (ホ)び 
点滅する。 


正常に動作しない場合は 


警報信止ボタ 
ンを巧したり、 
引まひちを 
引いてち動作 
しなし、。 


义巧警巧音を鳴らして確認する 


义巧警巧動作 
をしなし、。 


テスト機能を使つて確認する 


動作機能を確認する 


U がついていないかを確認する 



し 

通 

U 

別 

ジ 

を 

を 

ひ 

を 

引 


< 〇し〇が 

し取正たと 

正、をつこ 

にとちなず 

ゾいひ <ず 

二/なをなは。 

がい引をりん 

ちて、で取せ 

ひつ後作をま 

きまけ操体を 

引収付<本で 

♦ ■ ♦ 

{注，； 


、ち fcr %■ 

L 巧。 巧 L 

な警る 動な 

は巧す 巧5 

で义をは警ま 

巧に作た災止 

化の動ま义び 


ご住所 

お名前 様 

電話 （ ） 一 



::販売店様へ※印欄はかず記入しておミ度し < ださい。 








日本ミ肖防な定柏;ち惩定品 


ら^^み 


Panasonic 


ねつ当鶴型定温式 

(電池式-移報接点付） 

(警報音-音芦警報機能付） 

as SH38 1 己 3 
sasSH 38153 □□□ 


取扱説明書 


[一般家庭用 


屋内専用 



n 呆管用 II 巧註書付き1 
I 施工説明書別添付 I 

♦このたびは、バナソニック 
製品をお買い上げいただき、 
まことにありがとラござい 
ます。 

♦取扱説明書をよくお読みの 
ラえ、正しくを全にお使い 
<ださい。 

ごほ用前に 

n .をを上のごミち意 J をがず 
お読み < ださい。 

♦保 i 正書は、 r お買い上げ曰- 
販売店名」などの記入を確 
かめ、取扱説明書とともに 
大切に保管してください。 


ごほ用前に- 


♦この商品は熱を検知して警報する機能をもっています。 

♦この商品は曰本消防検定協会の鑑定品です。 

定温式住宅用义巧警報器として設置でさまず。 

♦警報する機能をちっていますが乂巧の防止器ではありません。 
义がなどによる損害については責任を負い兼ねますのでご了承 
<ださい。 


8A3 625 00004 KOSOS- 30112 A 


12•保証とアフターサービス腾驚1 

修理-使いかた*お手入れなどは… 

■まず、お買い巧め巧へご相談ください。 

お買い上げの 
際に記入され 
ると便利です。 


修理を依頼されるときは… 

「10.異常時の点検.処置」でご確認のあと、 
直！5ないときはお買い上げ日と下の内容を 
ご連絡ください。 

♦製品名住宅用火災警報器 


♦品番 


•故障の状況できるだけ具体的に 


♦保証期間中は、保記書の規定に従って出張修理いたしまず。 

保証期間：お買い上げ曰か5本体1年間 

♦な証期間終了後は、診断をして修理でさる場合はご要望により修理さ 
せていただをまず。 

修理料金は次の内容で構成されています。 

【技術料】 診断-修理-調整-点検などの費巧 
【部品代】 部品および補助材料代 
【出張料】 技術者を派遣する費巧 

♦補修用性能部品の保有期間 网 

当社は、この住宅用火災警報器の補修巧性能部晶(製品の機能を維持するた 
めの部品)を、製造打ち切り後7年保有しています。 


■転居や贈答品などでお困りの場をは、次の窓□にご相談ください。 

※广よくあるご質問 」 r メールでお問い合わせ」などは、ホームページを 
ご活用 < ださい。 

http://panasonic.co.Jp/cs/ 

♦修理に関するご相談は . . 

パナソこックエコソリユーシヨンズ修理ご相談窓 □ 

( liS ^ sl ) SS .0570-081 -365 

全国どこからでも市内通話料金でご利用いただけまず。36巳曰/受付9時〜20時 

ただし、携帯電話‘ PHS - IP / ひかり電話などは下記の電話番号へおかけください。 
大阪 fiO 巨-巨90色-1090 

ホ L 幌001 1-261-6401(§) 名ち屋 fiO 已2-己已 1-7 白00 [§) 

東京 fi 03 -已39吕 -71 白 0® 福岡 C 092-622-0 己31 (§) 

※霞}印は大阪へ自動転送になり、拠点から大阪までの転送通信料は鮮社負担でず。 

V_/ 

♦使いかた-お手入れなどのご相談は… 

パナソニックお客様ご相談センター受付蟲日卓。時 

電話3お II 【め】 0120 -878-365 

タィ ' ル 1’.ん’" : 關 1※携帯電話. PHS 占、5もご利用になれます。 

■上記番号がご利用いただけない場合- 06 - 6907-1187 
■FAX フリーダイヤル函。 0120 - 878-236 

※ご使用の回線り P 電話やひかり電話など）によっては、回線の混雑時に型I巧で切れる 
_場合びあ。まず。_ 

※電話ま号、受付時間などが変更になることがありまず。 


【ご相談な□におけるお客様の個人情報のお取り巧いについて】 

ノ(ナソニック株式舍社およびグループ関係尝社は、お客様の個人情報をご相談 
対応や修理対応などに利用させていただき、ご相談内容は録音させていたださ 
ます。また、折り返し電話をさせていただくときのために発信番号を通知いた 
だいております。なお、個人情報を適切に管理し、修理業務などを委託する場 
をや正当な理由びある場合を除き、第兰をに開示-提供いたしません。個人情 
報に関するお問合せは、ご相談いただきました窓□にご連絡ください。 


パナソニック株式会社システム機器ビジネスユニット 
干 514-85 巧兰重県津巿膝方1668番地 
電話 函〇1 20-283338 fax 函〇1 20-551 626 

© Panasomc Corporation 2012 
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1 •まを上のご注意 


2-使用上のご注意 


4■お手入れ方法 


7.電池切れ巧出機能 


■化ずお守り<ださい 


A 警告 

〇 

必ず守る 

取り付け-取りはずし時などは足場をお保ずる。 

高所作業になり、転倒-落下のおそれびあります。 
安全に作業でさるよラごミ主意ください。 


A 注意 

0 

禁止 

引きひもを強く引っ張6ない。 

引さひちにぶ5さが S ない。 

転倒-落下のおそれびあります。 

を全のため、引さひをに強い力び加わると、 

引さひをびはずれる構造になっています。 

警報部に耳をおづけて警報音を聞かない。 

守らないと、聴力障害などの原因となるおそれび 
ありまず。 

〇 

必ず守る 

取付ベース-商品本体の取り付けは確実に巧ラ。 

商品び落下し、ケガや他の物品を破損する原因と 
なりまず。不備のないよラしっかりと取り付けて 
<ださい。 

専用リチウム電池のコネクタは確実に差し込む。 

差し込みび不十分な場合、発熱ずるおそれびあり 
ます。 


お願い 


♦この商品は、法律(消防法9を 2) で住宅への設置および 
維持について義務付け5れていまず。 

お客様での維持管理をお願いしまず。 

•この商品は、熱検巧部の異常や電池切れを検出して自動的に 
警報する機能をもっています。警報音や作動なの点滅に 
ごを意ください。 

(「6.自動試験機能」「7.電池切れ検出機能」参照） 

•維持菅理のために、6力月に1回し U 上定期点検を行ってくだ 
さい。（「8.定期点検のしかた」参照） 


ま意 


♦ねつ当番は絕巧に分解-改造しないで < ださい。また、落下 
させたり衝撃を与えるよラな取り扱いはしないでください。 


故障の原因となりまず。 


♦取付位置を移動させる場合は、販売店にご相談いただくか、 
説明書にしたがって正し<取り付けて<ださい。 

また、移動させた場合は必ず動作確認を行って < ださい。 


正しく取り付けないと、义災警報動作が遅れる原因となりまず。 


♦このねつ当番は、お取り付けいただいた場所近くでの熱には 
火災警報動作をしますが、他の部屋などで発生した熱では 
火災警報動作をしないことがあります。 

•ライターなどの直火で熱検知部を温めないで<ださい。 


故障の原因となりまず。 


♦ 1週間し:!上留守にされたときは、「8.定期点検のしかた」を 
行ってください。 

(留守中に電池切れ警報があってもわからないため） 


く無料修理規定> 

1. 取撒説明書、本体貼がラペルなどのを意書にがった使用状態で保証期間 
巧に故障した場合には、無料修理をさせていただきまず。 

(イ）無料修理をご依頼になる場合には、お買い上げの販売店にお申しつ 
けください。 

(□) お買い上げの販売店に無料修理をご依頼になれない場合には、お咨 
様ご相談窓□にご相談ください。 

(八）この商品は出張修理をさせていただきまずので、修理に際し本書を 
ご提示ください。 

2. ご転居の場合の修理ご化頼先は、お買い上げの販売店またはお容様ご 
相談窓□にご相談ください。 

3. ご贈答品などで本保証書に記入の販売店で無料修理をお受けになれな 
い場合には、お客様ご相談窓□にご相談ください。 

4. 保証期間巧でも次の場合には原則として有料にさせていただきまず。 
(イ）使用上の誤りあび不当な修理や改造による故障あび損傷 

(□) お買い上げ禮の取付場所の移設、輸送、落下などによる故障あび損傷 
(八）义雖、地震、水害、落雷、その他天炎地蛮あび公害、塩害、ボス害 
(硫化ボスなど）、異常電圧、指を外の使用電源（電圧、周激数）など 
による故障及び損傷 

(二）車両、船舶などに搭載された場合に準ずる故障あび損傷 
(ホ）一般家庭用と外に使用された場合の故障あび損傷 
(へ）本書のご提示がない場合 

C 卜）本書にお買い上げ年月日、お容様を、販売店をの記入のない場合、 
あるいは字句を書き替えられた場合 
(チ）離島または離島に準じる遠隔地へ出張修理を巧う場合の出張に要 
ずる実費 

己.本書は日本国内においてのみ有効でず。 

6. 本書は再発巧いたしませんので大切に保管してください。 

7. お客様ご相談窓口は、取扱説明書をご参照<ださい。 


修理メモ 


※お客様にご記入いただいた個人情報（保証書擅）は、保証期間内の無料 
修理対応及びその後の安全点検ま動のために利用させていただ<場合 
がございますのでご了承<ださい。 

※この保証書は、本書に S 月示した期間、条件のもとにおいて無料修理を 
お約束するものです。従ってこの保証書によって、保証書を発巧して 
いる者（保証責任者)、及びそれ]:外の事業者に対するお客様の法律上の 
権利を制限するものではありませんので、保証期閨経過後の修理につい 
てご不 S 月の場合は、お買い上げの販売店またはお客様ご相談窓□にお問 
い合わせください。 

※保証期間経過後の修理や補修用性能部品の保有期間については、取扱説 
明書をご覧ください。 

※下りに warranty に valid only in Japan . 


廃棄について « 

♦交換後の専用リチウム電池やねつ当をについてはさ市の 
村で定め S れたち法にしたがって廃棄してください。 


3•各部のなまえとはた S き 

警報停止ボタン/作動'灯(ホ）（通常時：消な) 

•警報音を停止させたり、定期点検を行ラときに 
使用します。 

•警報時に点滅します。 



取付べース 


本体 


警報部 

♦警報音び鳴り 
ます。 


•熱を検巧します。 


-—引きひも(約 80 cmK 取りはずし可能） 

♦警報音を停止させたり、定期点検を行ラとさに 
使用しホホ 

•引をひをを使用しない場合は取りはずしたり、 
使用しやすい長さにカットして使用できまず。 
(施工説明書 r 取付方法」参照） 


♦ねつ当まの本なを取りはずしてお手入れしてください。 

♦ねつ当香の取付部付近の天井面•壁面を掃除するとをち本巧を取日はずして < ださい。 

♦取りはずしや取り付けは、ねつ当を本体のか巧を持って行ってください。熱な巧]部を持つと、商品び破損するおそれびおります。 


取りはずすとさ 


■本体の外周を持ち、上に巧し 
付けなび5をに回ず。 

※移報信号線は取りはずさな 
し)で < ださい。 熱検巧部 


巧し付けなび己 
をへ回す 


本体 



♦ねつ当まの本な:び巧れたら 

♦巧にかまたは石けん水を浸し、 

よく絞ってか6ミちれをふきとって 
<ださい。 

ねつ当まの内部に水び浸入しない 
ようにミ主意してください。 

アルカ U 性洗剤-塩素系漂白剤•ベ 
ンジン-シンナーおよびアルコール 
は使わないでください。アルカリ性 
洗剤などを使ったとさは、ねつ当番 
の表面にキズや割れび発生する場合 
びあります。 

/み.熱検知部を触ったり、 濡 5し 
乂于•’たりしないでください。故障 
の原因となりまず。 



取り付けるとき 


田引きひもをミゾに収める。：.を;引きひもびミゾに正しく収ま 

■■ つていない状態で本体を取付 
ベースに取り付けると、引き 
ひもを正しく操作できなくな 
つたり、本体を取りはずずこ 
とがでさな<なりまず。 

ちへ回ず取付 


且取付べースに本体を合わせて、 

「カチン」と音びずるまでちに回ず。 

:‘を’;本体の取付時、専用 U チウム電池 
’•バの U- ド線や移報信号線をはさみ 
込まないよラにミ主意してください。 



本体 



•お手入れをは 

•本体を取り付けてください。 

.本体の表面びよ < 乾いてから取り付けて < ださい。 

•熱検巧部に異物(糸くず、水など)び残っていないか確認してください。 

•本体を取り付けてか6、動作機能の確認をしてください。 

(「8.定期点検のしかた」参照） 


♦電池寿命が近ヴくと… 

_電池切れ警報音： 

電;せ切れ警麵作 I「ピッ、電池切れでず。」（音声)を 
3回繰り返したを、約40砂おきに 
「ピッ」（警報音)が鳴る。 

^し U 上の音声と警報音の鳴動を^ 

U 勺 1 時間ごとに繰 0 返す 。 J 



電池切れ警報動作をした！5 


販売店またはお客様ご相談窓□にご相談いただき、ずみやか 
に新しい専用 U チウム電池に交換ずる。 

(専用 U チクム電ミ也品番： SH 384 已已吕已吕 0) 

※電池切れ警報は約1週間継続します。 

※電池寿命は約！ 〇年を想定してぃまずび、お客様のご使用 
環境により短くなる場合びあります。 


已■义災警報機能 


6■自動試験機能 


♦熱を巧巧]すると… 



义災警報音： 
ピュ ー 、ピュ- 
乂事です。 
火事です。 


作動な(ホ） 
連続点滅 

※移報接点び出力 
しまず。 

f 「9.移報接点に 
I ついて」参照 


♦ねつ当まは約1時間ごとに熱巧知部の自動試験を巧っています。 

♦熱を正常に 故障警報音： 

巧巧]できな 「ピッピッピッ、故障です。」植声)を 

くなると… 3回繰り返した後、約40秒おさに 
「ピッピッピッ」（警報音)が鳴る。 

拟上魄声と警報節鳴動を約り綱ごとに繰り辟。） 


故障警報動作 


警報停止ボタン、 


※移報接点は 
出力しません。 





作動な(ホ)連続点滅 


熱検知部のミ豆度がほくなれば、义災警報動作び止まり通常 
の状態に戻ります。 

※移報接点の出力ち停止します。 


义災警報動作をした！5 


現場を確認して、119まに通報ずるなど適切な処置をずる。 


义災警報音を停止するには 


•警報停止ボタンを押ず、または引きひもを引く。 

(約己分間火災警報音と作動灯(ホ)の点滅び停止します。） 
※移報接点の出力を停止します。 


づを义災警報音停止中(約已分間)は熱を検知しても 
义災警報動作をしません。 


-►約已分後を熱を検知している状態であれば、再び 
义災警報動作をします。 ※移報接点び出力します。 

-►約已分後に温度び低くなっていれば、自動的に通常の 
状態に戻ります。 

ぶ占 •. 熱検知部の温度びおくなるまで、义が警報動作を 
乂子*繰り返しまず。 


故障警報動作をした!5 


版売店またはお客様ご相談窓□にご相談いただき、ずみやかに 
ねつ当まを交換ずる。 

故障状態では熱を検知できず、火災警報動作をしません。 


故障警報音を停止するには 


•警報停止ボタンを押す、または引きひをを引くと、 

「ピッピッピッ、故障でず。」び1回鳴り、その後約1己時間 
故障警報音が停止します。 

※作動巧(赤)は点滅し続けます。 

※故障警報音停止中に警報停止ボタンを押す、または引き 
ひもを引いた場合は、「ピッピッピッ、故障です。」び鳴り、 
操作後から再度、約1日時間故障警報音び停止します。 


义おむがでち;夕のよラな場合に义お警報動作をずることびありまず 。I 

•レンジ、エアコン、ス I ブなどの熱を検巧したとさ。 

室内の換気をするなどして、义災警報動作の原因を取り 
除けば火災警報動作は止まりまず。 


電池切れ警報音を停止するには 


•警報停止ボタンを巧ず、または引きひをを引くと、「ピッ、 
電池切れでず。 J び1回鳴り、そのを約1已時間電池切れ警 
報音び停止しまず。 

※作動な(赤)は約8秒おさに点滅し続けまず。 

※電池切れ警報音停止中に警報停止ボタンを押す、または 
引さひわを引いた場合は、「ピッ、電ミ也切れでず。」び鳴り、 
操作をから再度、約1日時間電ミ也切れ警報音び停止します。 


専用リチウム電池の交換方法 


〇本体を取りはずす。（「4.お手入れ方法」参照) 
@電池コネクタからコネクタを引き巧く。 


©新しい専巧リチウム電池を入れる。 



•列■装フイルムは専用リチウム電池を保護ずるちのでず。 
はびさないで < ださい。 


•コネクタには極性がありまず。をには取り付けできません。 
•コネクタの接続にドライバーなどを使用しないでください。 
コネクタ部が破損したり、電線がシヨートずる原因となり 
ます。 

Ors . 定期点検のしかた J を参照して正常に動作ずる 
ことを確認する。 














































































































